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水産物の冷凍加工業を行う「きゅういち」、廃棄ホタテ貝殻

炭酸カルシウム肥料などへの再利用に向けて取り組みを開始

クックビズ株式会社の連結子会社である、水産物の冷凍加工を行う、きゅういち株式会社（本社：北海道函館市、
代表取締役社長：藪ノ 賢次、以下きゅういち）は、ホタテ貝殻の再利用に取り組む、株式会社北海道スカラップ
（本社：北海道茅部郡、代表取締役社長：吉 康郎、以下北海道スカラップ）へ廃棄予定のホタテ貝殻を納品、リサ
イクル製品としての取り組みを開始しましたので、お知らせいたします。

■株式会社北海道スカラップについて 
函館市に工場を構える北海道スカラップは、地域の排出事業者等と連携し近隣の水産加工場で発生するボイ
ルホタテ貝殻のリサイクル事業を展開しています。
これまで加工業者等の敷地内に野積み放置され、環境・景観上問題視されてきた加工後の貝殻に関して、
2006年に会社を設立してホタテ貝殻のリサイクルを開始。不純物を除去したのち粉砕、添加物を混合して
土壌改良剤として製品化し、道内農場等に販売することで廃棄量の大幅削減を実現しています。

地元特産の養殖ホタテの貝殻を有効活用し、廃棄物の排出抑制に大きく貢献したことが評価され、令和元年
度「北海道ゼロ・エミ大賞」優秀賞を受賞。
ホタテの貝殻を石灰肥料にリサイクル加工し、道内各地の牧草地や畑（そば・アスパラガスなど）で利用さ
れています。

■ホタテ貝殻について 
ホタテの貝殻は土壌のｐＨ緩衝作用の改善に有効であり、石灰石にはない有機成分が含まれているため、副
産石灰肥料として使用されています。主に牧草地の土壌改良剤として使用されており、北海道の広大な牧草
地に毎年散布することで、貝殻の再利用が可能となります。また製造過程で余分な廃棄物を出さないという
利点もあり、農業分野においての有効活用が期待されます。
※参考：北海道立工業技術センター研究報告№14「ホタテ貝殻から製造した副産石灰肥料の調査研究」

https://www.techakodate.or.jp/center/information/report/h28/report2016_009.pdf


これまでホタテの貝殻は燃やして廃棄することができないため、一般的には埋め立てることしかできず、
また土壌汚染につながることから環境汚染なども懸念されており、産業廃棄物として取り扱われてきまし
た。
北海道スカラップでは、貝殻を粉砕して環境改良材、炭酸カルシウム肥料、滑り止め材、牛舎環境改善材等
に製品化を行っています。

■今回のSDGsに向けた取り組みについて 
きゅういちではこれまで、加工後の貝殻の一部を韓国の牡蠣養殖業者に送るなどしてリサイクルに努めてい
ましたが、コストや人件費の面で直近数年は取り組めていない状況でした。
この度北海道スカラップとの取り組みを通して改めてリサイクルを行うことで、ホタテ貝殻を重要な資源と
して捉え、SDGs 17の目標の一つである14「海の豊かさを守ろう」の一環としてサステナブルな活動を推
進してまいります。

クックビズ株式会社

飲⾷に特化した⼈材サービスを展開。2021年には⾃社を「⾷の変⾰⽀援会社」と位置付け、これまで⽀援し
続けた“⼈”を起点に、 ⾷に関わる新たな領域にも積極的に事業を展開しながら、飲⾷業界の変⾰を⽀援してい
ます。　https://cookbiz.jp/

［会社名］クックビズ株式会社
［本社］⼤阪市北区芝⽥2-7-18 LUCID SQUARE UMEDA 8F 
［代表者］代表取締役社⻑ 藪ノ 賢次 
［HP］https://corp.cookbiz.co.jp/
［事業内容］食分野に特化した各事業を展開（HR事業／DX事業／事業再生・承継事業）

【お問い合わせ先】 
クックビズ株式会社 　広報：中⻄ 由美⼦　

TEL ： 090-3535-2559　 E-MAIL：pr@cookbiz.jp

■きゅういち株式会社について 
会社名 ： きゅういち株式会社
代表者 ： 代表取締役社長　藪ノ 賢次
所在地 ：北海道函館市川汲町1395番地
事 業  ：ホタテ・ホッケ・サバ等の冷凍加工業
URL ：https://kyuichi.co.jp/
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